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今後の方向性

・セミナーについては他機関で多く開催されているため、当局の独自開催は見送りたい。
・中小企業のDXの促進については、経営者の考え方、取組状況等により、各社毎にケースバイケースの対応が必要に
なるため、専門家派遣による個別支援が有効と思われる。引き続き専門家派遣による伴走支援を行い、業務フローの
確認や課題の抽出等、新たな気づきと取組を促進することに注力したい。
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事業を構成する細事業名等 実施内容

合　　　　　　計

事
業
実
績
・
成
果

(1)ＤＸステップアップセミナー「ここからはじめる！デジタル活用術」～実例を交えながら、身近の業務改善のヒントを学ぶ～の開催
①日時：令和７年７月30日（水）13:30～16:10　　②開催方法：オンライン
③内容：○基調講演「中小企業におけるＤＸの進め方と取組事例」　デジタルデマンド㈱　代表取締役　西村元男氏
○ベンダー企業が提供するデジタルツールの活用事例　㈱電算、㈱DigitWorks
○専門家派遣事業を活用したＤＸの取組事例　山久プロパン㈱　代表取締役　宮川　浩氏
○支援施策のご紹介　(公財)長野県産業振興機構、工業技術総合センター、長野地域振興局
④参加者：19名
⑤参加者の主なコメント：ＤＸの進め方に迷っていたが、講演を聴講し、更なる推進に向け取組内容を検討する良いきっかけになっ
た。

(2)ＤＸ専門家派遣事業
①期間：令和７年10月～令和８年２月　　②派遣回数：１社５回まで１回あたり２時間
③専門家：デジタルデマンド㈱　代表取締役　西村元男氏　㈱ＴＭコーポレーション　代表取締役　下村徳夫氏
④実績：５社21回実施（５回２社、４回２社、３回１社）
⑤成果、支援企業からの主なコメント：
A社：過去の取引データを可視化することができるため、新規・掘り起こし営業に大きな効果を得ることができた。
B社：複数の工程で発生していた記入作業が一元化され、作業時間の削減、記録精度の向上、情報共有の迅速化につながった。
C社：社内では見えなかった視点や問題点に対する専門家の客観的なアドバイスにより業務フローの整理と目指すべき姿が具体的
になった。

セミナーの開催 講師を招聘し、セミナーを開催

DX専門家派遣による伴走支援 専門家を派遣し、伴走支援
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長野地域の特徴であるＩＴ企業の集積を活用し、地域企業のＤＸの取組を支援するとともに、ＩＴ企業と地域企業のマッチ
ングによる地域内経済循環を促進する。

現 状 と
課 題

（１）長野地域は、ＩＴ事業者の県内随一の集積地域であり、地域内の企業がユーザーとして　利用できれば、相乗効果
による地域産業・経済の活性化が期待できる。
県専用サイト（ＮＩＸ）登録ＩＴ事業者82社中36社が長野地域
（２）県事業では「ＩＴバレー構想」の元、県外からＩＴ人材、企業を集積させ、ＩＴビジネスを創出する取組やＡＩ・ＩｏＴ導入率
を増加させる取組など、既にＤＸ化に理解があり推進している者に重点を置いている。一方で地域の中小・零細事業者
は、ＤＸの必要性を感じているものの、ＩＴ専門人材・知見の不足、日々の経営課題への対処から、ＤＸ化に踏み出し切
れない企業が多く、このゾーンへのきめ細やかな支援が手薄い。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

（１）セミナーの開催
　昨年度に引き続き、中小企業等のDXの取組の裾野を拡げるため、ＤＸを身近に感じることで取組をはじめるきっかけ
となるような事例紹介を中心としたセミナーを開催する。新たにITベンダーによるデジタルツールの活用事例も紹介、地
域企業とのマッチングの機会とする。
・内容：基調講演（中小企業におけるDXの進め方と取組事例）、ベンダーによるツール活用事例、専門家派遣（伴走支
援）事例、支援機関による支援策の紹介
・共催者：公益財団法人長野県産業振興機構（長野県DX推進ラボ）
（２）DX専門家派遣による個別伴走支援
　昨年度に引き続き、中小企業（５社程度）へ専門家を派遣し、伴走支援を行う。
・内容：１回あたり２時間、１社あたり５回を限度に専門家を派遣

事業期間

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

令和７年７月 令和８年３月

実 施 機 関 長野地域振興局 担
当
課

商工観光課

事 業 名 長野地域産業ＤＸ推進事業
026-234-9528

横断的な課題

地域重点政策

nagachi-shokan@pref.nagano.lg.jp

Ｃ

人口減少下にあってもデジタル技術や地域の強みを生かした地域づくりの推進

整理番号 11 課題区分

（単位：円）

長野地域振興局人口減少下にあっても「デジタル技術や地域の強みを生かし今後も活躍する長野地域」をつくる

計画（実績）額 備考

無償で実施

報償費（＠16,500×21回）
（5回×2社、4回×2社、3回×1
社）

達 成 状 況

346,500

0

346,500

指
標
及
び
達
成
状
況

成果

19名

５社

目標値

30名

５社

成　果　指　標

セミナー参加者数

伴走支援事業者数

達 成

一部達成

未 達 成
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